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議
員
提
出
議
案
第
１
号

議
案
第
18
号
令
和
7
年
度
一
般

会
計
予
算
に
対
す
る
附
帯
決
議

　

一
般
社
団
法
人
と
き
が
わ
町

観
光
協
会
は
、
当
町
の
観
光
振

興
に
お
い
て
大
き
な
役
割
と
責

任
を
担
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

観
光
協
会
執
行
部
と
会
員
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
を
起

因
と
す
る
認
識
の
相
違
が
生
じ
、

本
町
の
観
光
振
興
に
対
す
る
協

会
の
係
わ
り
に
つ
い
て
不
安
視

す
る
声
が
多
く
聞
か
れ
る
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算

を
執
行
す
る
に
当
た
り
、
観
光

協
会
の
補
助
金
に
つ
い
て
、
十

分
留
意
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

一
、�

補
助
団
体
と
し
て
健
全
に

運
営
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

判
断
し
、
補
助
金
に
係
る

予
算
の
執
行
を
適
正
に
行

う
こ
と
。

二
、�

補
助
金
に
対
し
、
協
会
の

執
行
管
理
を
適
正
に
行
う

こ
と
。

三
、�

補
助
金
交
付
の
執
行
を
行

う
に
当
た
り
、
補
助
対
象

団
体
と
し
て
疑
念
を
抱
か

れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
指

導
を
行
う
こ
と
。

ま
ち
に
つ
い
て
」、
最
大
の
成

果
及
び
残
さ
れ
た
課
題
は
。

答　
「
食
」に
お
い
て
は
、
学
校

給
食
の
充
実
に
努
め
、
お
い
し

く
、
魅
力
あ
る
給
食
を
提
供
し

て
き
た
。ま
た
、海
彩（
う
み
い

ろ
）給
食
や
、
日
本
全
国
味
め

ぐ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
、
地
場
産
食
材
の
使
用
率
の

向
上
を
図
っ
て
き
た
。
課
題
は
、

食
育
の
充
実
及
び
完
食
率
の
向

上
で
あ
る
。

　
「
教
育
」に
お
い
て
は
、
町
費

に
よ
る
学
習
支
援
員
の
配
置
等

に
よ
り
県
の
学
力
・
学
習
状
況

調
査
に
お
い
て
、
国
語
・
算
数

の
伸
び
率
が
県
平
均
を
上
回
っ

た
。
課
題
は
、
全
学
年
で
学
力

の
向
上
を
図
る
こ
と
で
あ
る
。

野
原
和
夫
議
員

問 

事
業
の
優
先
順
位
及
び
町

の
財
政
規
模
を
考
え
た
身
の
丈

に
あ
っ
た
予
算
な
の
か
伺
う
。

答　

令
和
６
年
度
と
の
予
算
比

較
で
は
、
６
億
４
，３
６
７
万

４
千
円
の
増
額
で
あ
る
。
未
来

に
向
け
て
社
会
資
本
整
備
を
進

め
る
た
め
の
予
算
計
上
で
あ
り
、

次
世
代
に
残
す
べ
き
資
産
と
負

債
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
予

算
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

問 

経
常
収
支
比
率
も
考
え
た

予
算
な
の
か
伺
う
。

田
中
紀
吉
議
員

問 
「
食
と
教
育
で
選
ば
れ
る

議
案
第
19
号　
国
民
健
康
保
険

特
別
会
計�

15
億
８
３
７
万
円

〇
主
な
歳
入

　

国
民
健
康
保
険
税

�

２
億
１
，６
８
１
万
円

〇
主
な
歳
出

　

保
険
給
付
費

�

11
億
３
，３
５
２
万
円

　
�

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金�

３
億
３
，８
３
６
万
円

議
案
第
23
号　
水
道
事
業
会
計

　
収
益
的
収
入

�

３
億
７
，３
６
６
万
円

　

収
益
的
支
出

�

３
億
３
，７
０
０
万
円

　

資
本
的
収
入

�

５
，０
７
６
万
円

　

資
本
的
支
出

�

２
億
３
，３
２
６
万
円

〇
主
な
歳
入

　

高
料
金
対
策
補
助
金

�

７
，０
０
０
万
円

　

�

物
価
高
騰
対
策
水
道
料
金
減

免�

２
，５
０
０
万
円

議
案
第
24
号　
浄
化
槽
事
業
会

計
　

収
益
的
収
入

�

１
億
５
，９
５
５
万
円

　

収
益
的
支
出

�

１
億
５
，６
５
５
万
円

　

資
本
的
収
入

�

１
，０
１
７
万
円

　

資
本
的
支
出

�

４
，１
４
９
万
円

議
案
第
20
号　
後
期
高
齢
者
医

療
特
別
会
計　

�

２
億
89
万
円

〇
主
な
歳
入

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

�

１
億
５
，５
０
３
万
円

　

繰
入
金

�

４
，４
３
５
万
円　

〇
主
な
歳
出

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合　

　

納
付
金　

�

１
億
９
，６
４
９
万
円

議
案
第
21
号　
介
護
保
険
特
別

会
計

�

12
億
８
，２
０
０
万
円

〇
主
な
歳
入　
　

　

保
険
料

�

２
億
８
，４
２
１
万
円

　

国
庫
支
出
金

�

２
億
４
，３
３
６
万
円

　

支
払
基
金
交
付
金

�

３
億
３
，８
４
６
万
円

　

繰
入
金

�
２
億
２
，０
５
５
万
円

〇
主
な
歳
出

　

保
険
給
付
費

�

12
億
２
，８
５
２
万
円

　

地
域
支
援
事
業
費

�

３
，６
４
９
万
円

議
案
第
22
号　
関
口
茂
八
翁
奨

学
事
業
特
別
会
計

�

２
，６
５
６
万
円

総
括
質
疑

反
対
討
論

議
案
第
19
号

野
原　
和
夫

　

埼
玉
国
保
運
営
協
議
会
で
は

第
３
期
国
保
運
営
方
針
を
決
定

し
た
。
令
和
９
年
度
に
国
保
税

の
準
統
一
を
行
な
う
方
針
で
あ

る
。今
、物
価
高
の
中
で
、国
保

被
保
険
者
の
暮
ら
し
は
、更
に

悪
化
し
、貧
困
化
し
て
い
る
。

　

一
般
財
政
か
ら
の
法
定
外
繰

入
等
も
廃
止
と
な
り
、
よ
り
一

層
高
い
国
保
税
に
な
る
こ
と
は

必
至
で
あ
る
。
国
保
税
の
引
き

下
げ
の
声
が
届
い
て
い
る
第
３

期
国
保
運
営
方
針
の
見
直
し
、

更
に
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
求

め
反
対
討
論
と
す
る
。

令
和
７
年
度
　
特
別
会
計
予
算

令
和
７
年
度
　
特
別
会
計
予
算

附
帯
決
議

附
帯
決
議

令
和
７
年
度
　
事
業
会
計
予
算

令
和
７
年
度
　
事
業
会
計
予
算

答　

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計

画
に
基
づ
い
た
公
共
施
設
の
統

廃
合
や
、
経
常
経
費
の
質
の
見

直
し
に
よ
る
財
政
状
況
の
軽
減

を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

杉
田
健
司
議
員

問 

当
初
予
算
の
中
に
ど
の
よ

う
に
物
価
高
騰
に
対
す
る
対
策

を
反
映
し
て
い
る
か
。

答　
「
物
価
高
騰
に
伴
う
水
道

基
本
料
金
の
減
免
に
対
す
る
補

助
金
」と「
十
五
の
春
支
援
金
」

を
予
算
計
上
し
て
い
る
。

　
「
水
道
基
本
料
金
の
減
免
に

対
す
る
補
助
金
」
に
つ
い
て
は
、

事
業
会
計
で
あ
る
水
道
会
計
へ

補
助
す
る
も
の
で
、
令
和
５
年

度
・
６
年
度
は
５
，０
０
０
万

円
の
予
算
計
上
だ
っ
た
が
、
令

和
７
年
度
は
２
，５
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。

　
「
十
五
の
春
支
援
金
」
は
、

中
学
卒
業
後
の
進
路
先
へ
の
準

備
金
と
し
て
５
万
円
を
支
給
す

る
も
の
で
、
４
２
０
万
円
を
計

上
し
て
い
る
。

小
島
利
枝
議
員

問 

本
年
度
行
わ
れ
る
Ｄ
Ⅹ
化

に
向
け
た
事
業
の
内
容
と
目
的

は
。

答　
「
町
情
報
シ
ス
テ
ム
共
同

化
事
業
」
と
「
シ
ス
テ
ム
標
準

化
・
共
通
化
事
業
」
は
住
民
記

録
、
税
、
社
会
保
障
関
係
シ
ス

テ
ム
な
ど
を
国
の
デ
ジ
タ
ル
ガ

バ
メ
ン
ト
へ
移
行
。「
Ｄ
Ⅹ
推

進
事
業
」
は
ツ
ー
ル
を
導
入
し

運
用
す
る
も
の
。「
デ
ジ
タ
ル

ラ
ボ
推
進
事
業
」
は
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
制
度
を
活
用
し
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
持
っ
た
若
者

に
移
住
、
起
業
を
し
て
も
ら
い
、

町
や
町
内
事
業
所
な
ど
の
支
援

を
行
っ
て
も
ら
う
も
の
。
目
的

は
住
民
の
利
便
性
向
上
と
役
場

業
務
の
効
率
化
に
よ
り
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
。

◆
政
策
財
政
課
・
税
務
会
計
課

問 

町
税
、
地
方
譲
与
税
の
伸

び
率
の
要
因
は
。

答　

町
税
に
つ
い
て
の
要
因
は
、

個
人
住
民
税
の
所
得
に
お
い
て
、

コ
ロ
ナ
影
響
後
の
所
得
割
が
増

額
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
地

方
譲
与
税
に
つ
い
て
は
、
国
税

と
し
て
収
入
さ
れ
た
も
の
が
、

一
定
の
割
合
で
各
市
町
村
に
配

分
さ
れ
る
た
め
、
町
で
算
定
は

出
来
な
い
。
決
算
実
績
に
基
づ

い
て
予
算
計
上
し
て
い
る
。

◆
総
務
課

問 

別
所
地
区
及
び
瀬
戸
地

区
集
会
所
新
築
工
事
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答　

別
所
地
区
に
つ
い
て
は
、

８
月
臨
時
会
で
、
瀬
戸
地
区
に

つ
い
て
は
、
１
月
臨
時
会
で
契

約
議
決
を
お
願
い
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問 

防
犯
対
策
補
助
金
に
つ
い

て
の
概
要
、
補
助
金
の
申
請
方

法
及
び
回
数
の
制
限
は
。

答　

防
犯
カ
メ
ラ
や
人
感
セ
ン

サ
ー
等
の
防
犯
対
策
に
要
す
る

購
入
金
額
の
２
分
の
１
を
補
助

す
る
も
の
で
、
限
度
額
は
１
万

円
で
あ
る
。
申
請
は
、
購
入
後

に
行
う
も
の
で
、
申
請
回
数
の

制
限
に
つ
い
て
は
、
１
軒
に
対

し
１
回
限
り
と
す
る
が
、
数
回

行
っ
た
場
合
は
、
ま
と
め
て
申

請
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

歳
入
の
主
な
質
疑

歳
出
の
主
な
質
疑

問 

ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
当

町
の
影
響
額
は
。

答　

約
１
，２
６
０
万
円
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
政
策
財
政
課

問 

交
通
対
策
事
業
に
つ
い
て
、

国
及
び
県
補
助
金
の
内
訳
と
、

無
料
代
替
バ
ス
へ
の
過
疎
対
策

事
業
債
の
充
当
は
。

答　

路
線
バ
ス
に
対
し
て
は
、

県
支
出
金
６
０
０
万
５
千
円
、

国
庫
補
助
は
な
い
。
そ
の
他
、

国
か
ら
越
生
タ
ク
シ
ー
へ
直
接

交
付
さ
れ
る
補
助
金
と
し
て
、

令
和
６
年
度
は
３
５
６
万
円
が

交
付
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
無

料
代
替
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
か
ら
交
付
税
措
置
の

あ
る
過
疎
対
策
事
業
債
の
ソ
フ

ト
事
業
分
を
充
当
し
て
い
く
。

問 

デ
ジ
タ
ル
ラ
ボ
推
進
事
業

を
実
施
す
る
に
あ
た
り
、
町
の

事
業
者
数
を
把
握
し
て
い
る
の

か
。ま
た
、Ｄ
Ｘ
は
町
が
先
立
っ

て
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

商
工
会
の
会
員
数
は
、

４
０
０
～
４
５
０
人
程
度
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

町
が
デ
ジ
タ
ル
ラ
ボ
を
し
っ
か

り
と
活
用
し
、
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る

こ
と
で
、
町
民
の
方
々
に
そ
の

効
果
を
示
し
て
い
き
た
い
。

◆
町
民
健
康
課

問 

産
後
ケ
ア
事
業
の
目
的
、

利
用
者
の
状
況
は
。

答　

産
後
１
年
以
内
の
母
子
が

安
心
し
て
育
児
が
で
き
る
よ
う

相
談
や
休
息
時
の
お
手
伝
い
を

す
る
事
業
で
、
利
用
者
は
実
人

数
２
名
、
延
べ
８
日
間
の
利
用

が
あ
っ
た
。
利
用
さ
れ
た
方
か

ら
は
、「
長
時
間
子
ど
も
を
見

な
が
ら
一
緒
に
ケ
ア
を
受
け
ら

れ
た
の
で
安
心
で
き
た
。」
と

の
声
が
届
い
て
い
る
。

問 

戸
籍
ふ
り
が
な
通
知
書
作

成
業
務
委
託
の
目
的
と
、
こ
の

業
務
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

と
関
係
す
る
の
か
。

答　

国
の
政
策
で
、
戸
籍
に
ふ

り
が
な
を
振
る
こ
と
に
よ
り
、

漢
字
と
読
み
を
一
致
さ
せ
る
こ

と
で
個
人
を
特
定
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
は
現

在
ふ
り
が
な
は
な
い
が
、
今
後
、

ふ
り
が
な
と
ロ
ー
マ
字
が
記
載

さ
れ
る
。
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